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|
通
説
「
。
・
戸
司
・
価
格
」
批
判
、

な
ら
び
に
、

財
産
保
険
蒸
本
方
程
式
の
定
立
|
|

主
a
S
1』

波

宣

平

第

節

ロ
ア
司
'
〔

n
S
F
5
2
2ロ
B
E白
骨
E
四
宮
)
は
、
海
上
貿
易
取
引
条
件
ま
た
は
海
上
貿
易
建

τ値
の
一
っ
と
し
て
周
知
に
属
し
、

当
該
楠
出
商
品
の
船
積
港
ハ
輸
出
港
〉
に
お
け
る
吋
・

0

回
一
価
格
(
た
だ
し
、
一
割
内
外
の
輪
山
業
者
利
潤
を
ふ
く
む
を
妨
げ
な
い
)

c、
当
該
輸
出
商
品
白
仕
向
港
(
輸
入
港
)
ま
で
白
運
送
に
要
す
る
海
上
保
険
料

I
、
な
ら
び
に
、
所
要
海
上
運
賃
F
を
加
算
し
た
金

額
を
も
っ
て
の
・
H

『
価
格
と
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
仕
向
港
を
も
っ
て
当
該
商
品
目
引
渡
場
所
と
す
る
場
合
の
輸
出
商
品
価
格
(
建

価
格
な
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ
れ
ま
で
白
久
し
さ
に
わ
た
っ
て
日
木
を
ふ
く
む
世
界
の
関
係
業
者
白
多
数

て
値
)
が

n
H
『

を
支
配
し
て
き
た
通
説
に
よ
る
と
き
、
己
の
建

τ値
が
す
友
わ
ち
当
該
商
品
の
仕
向
港
沖
着
値
段
(
到
達
地
価
格
)
と
考
え
ら
れ
て
き

t
い
る
。
私
の
手
前
に
あ
る
若
干
の
日
本
語
文
献
に
よ
れ
ば
次
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

「
口
司
売
買
の
価
格
条
件
は
、
用
語
そ
の
も
の
の
具
示
す
る
如
く
、
輸
出
港
に
於
る
本
船
へ
り
船
積
完
了
ま
で
の
費
用
を
含
め
て
、
輸
出
制
格
。
原

価
(
開
M
4
0
1
門O
E
H
H
門
)
を
構
成
せ
し
め
、
こ
の
基
本
要
素
に
、
後
に
述
ぶ
る
如
く
、
こ
の
契
約
独
特
白
附
帯
条
件
に
よ
っ
て
、
輸
入
港
沖
着
ま
で

の
海
上
保
険
料
9
F
H
E
o
F
E
z
-
o
p
o
E
E
g
H
H
)
及
市
海
洋
運
賃

(
D
2
E
司
自
占
E
H
3
C
一
附
加
要
素
を
連
絡
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

円
一
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骨
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五
号

か
く
て
こ
の
売
買
で
は
、
船
積
叫
に
於
る
給
付
百
的
物
の
本
値
段
以
外
、
特
に
輸
入
港
沖
者
ま
で
の
保
険
料
と
運
賃
と
を
売
手
負
担
と
し
て
を
る
と
乙

ろ
か
ら
、
多
〈
の
場
合
、
輸
入
港
神
着
値
段
と
呼
ば
れ
て
を
る
。
」
上
坂
同
三
「
海
上
売
買
論
」
昭
和
九
年
、
東
京
奉
文
社
、
人
二

l
八
一
二
へ
!
ジ

「
ロ
ヱ
桝
]
Z
F
E
m戸
E
ロ
E

E
巴
昨
日
間
耳
貿
易
取
引
川
語
で
、
運
賃
保
険
料
値
段
で
と
り
き
め
ら
れ
た
売
買
契
約
四
略
称
。
こ
こ
に
運

賃
保
険
料
込
値
段
と
は
、
貨
物
(
商
品
)
の
原
価
に
、
契
約
指
定
の
仕
向
地
(
輸
入
港
)
ま
で
の
保
険
料
と
運
賃
と
を
加
算
し
、
見
積
っ
た
仕
向
港
の

神
着
値
段
。
こ
の
値
段
は
貨
物
の
仕
入
原
価
で
は
な
く
、
船
積
港
(
輸
出
港
)
に
お
け
る
本
船
へ
の
積
込
ま
で
の
費
問
を
ふ
く
め
た
輸
出
版
価
(
売
干

の
利
潤
荷
造
費
そ
り
ほ
か
を
ふ
く
め
た
)
で
あ
る
本
値
段
に
、
仕
向
港
ま
で
の
運
賃
と
保
険
料
を
合
算
し
た
複
合
原
仰
で
あ
る
。
」
平
凡
社
「
経

済
学
事
典
」
昭
和
一
一
十
九
年
、
七
八
五
ペ
ー
ジ

「
問
頴
は
自
由
化
懸
念
で
あ
る

U

い
ま
フ
オ
ル
ク
ス
ワ
I
ゲ

y
は
日
本
で
は
九
l
万
円
近
く
し
て
い
る
。
こ
れ
を
西
独
で
は
邦
貨
換
算
一
二
十
九
万
円

程
度
で
小
売
り
し
て
い
る
。
輸
出
に
は
そ
れ
よ
り
三
割
方
安
く
船
積
み
さ
れ
る
の
が
普
通
な
の
で
、

F
O
B
二
十
八
、
九
万
円
と
み
る
。
運
賃
、
保
険

料
を
か
け
て
日
本
に
持
っ
て
来
て
も
C
I
F
三
十
六
、
七
万
円
。
四
割
の
関
税
と
、
五
万
円
の
物
品
税
を
み
て
も
六
十
回
、
五
万
円
と
な
る
@
こ
れ
と

九
十
万
円
と
の
差
が
ア
ィ
1
ラ
1

マ
ー
ジ
ン
L
ζ

輸
入
制
限
に
よ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
で
あ
る
。
」
日
本
経
済
新
聞
(
関
西
版
)
昭
和
三
十
六
年
一
月
六
日

附
「
こ
と
し
の
焦
点
を
求
め
て
」
欄

本
論
文
は
、
ま
ず
、
か
よ
う
な
通
説
が
ふ
く
む
耳
大
た
誤
謬
を
指
摘
し
、
代
わ
ヮ
て
、
私
の
新
し
い
、
上
り
正
し
い
把
握
と
そ
れ
を

通
し

τ則
産
保
険
一
般
に
通
用
寸
る
一
つ
の
以
本
方
程
式
と
を
発
表
す
る
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
。

第

節

本
問
題
に
対
し
て
私
の
係
る
研
究
方
法
は
巨
視
的
事
前
的
方
法
で
あ
る
。
の
戸
司
・

(
2
ω
F
B
E
E
H
O
自
己
骨
丘
四
耳
)
と
言
う
k

告
、
ま
ず
、
注
意
し
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
の
は
、
海
上
保
険
料
ー
が
、
商
品
可
。
回

原
何
C
お
よ
び
海
卜
運
賃

F
と
は
本
質
的
に
ち

が
っ
た
性
格
|
|
確
琢
的
、
事
前
的
性
格
ー
ー
を
持
つ
費
同
頃
日
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
異
質
項
目
を



ふ
く
む
限
り
、

n・H

・司

全
体
に
対
し
て
も
考
山
訟
は
決
し
て
単
純
に
行
な
W
得
な
い
、
と
い
う
関
連
に
な
る
。
す
主
わ
ち
、
私
白
提
唱

す
る
巨
視
的

(ES)、
事
前
的

(
a
g
Z
)
分
析
方
法
が
要
請
さ
れ
て
く
る
所
以
で
あ
る
。

経
済
学
一
般
に
対
し
て
巨
視
的
分
析
方
法
が
始
め
て
用
い
ら
れ
た
の
は
、
周
知
心
よ
う
に
、
一
九
三
六
年
ケ
イ
ン
ズ
白
「
一
般
理
論
」

(問。吋ロ

g
L
冨
・
コ
呂
町
内
君
己
目

5
F
E
ミ
久
同
吾
、
A
U
苦
肉
S
F

」「号、
E
H
Q
3
弘同向。一語、

L
S由・)

「
ケ
イ

y
メ
経
済
学
革
命
」
己
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
ケ
イ

y
メ
の
「
一
般
理
論
」

で
あ
っ
て
、
経
済
学
は
、
己
れ

に
よ
っ
て
、
文
字
ど
沿
り
白
革
命
を
経
験
し
た
。

で
さ
え
、
を
治
、
概
し
て
、
事
後

(
O
M
-
-
ω
円
)
分
析
に
と
ど
ま
b
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
「
予
知
」
を
導
入
し
「
投
資
誘
因
」
を
取
り

扱
ワ
て
い
る
点
で
「
一
般
理
論
」
に
は
可
た
り
に
事
前
的
↑
一
品
ウ
ア

γ
ス
が
見
受
け
ら
れ
る
と
し
て
も
、
少
た
く
と
も
事
前
、
事
後
の

観
念
は
、
そ
こ
で
は
、
は
っ
き
わ
y

と
は
区
別
さ
れ
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
。
乙
れ
に
対
し
亡
、
事
前
的
分
析
方
法
が
経
済
学
一
般
に
始
め

て
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
た
の
は
、

「
一
般
理
論
」

か
ら
三
年
白
ち
に
出
た
ミ
ュ
ウ
ダ
ル
の

「
貨
幣
的
均
衡
」

(
宮
山
『
片
品
位
「

F同

Q 

出
向
。
器
官
ミ
同
宮
柏
町
H

守
室
戸
同
中
臼
由
〉
で
あ
っ
て
、
ケ
イ

γ
、
ス
経
済
学
が
あ
の
よ
う
に
怖
か
し
い
実
践
政
策
上
の
業
績
を
あ
げ
得
た
の
も
、

実
は
そ
の
祖
述
者
ケ
イ

γ
ジ
ア

γ
が
「
一
般
国
一
諭
L

で
の
提
崎
た
る
巨
祝
分
析
の
方
法
に
ミ
ェ
ウ
ダ
ル
的
事
前
分
析
の
方
法
を
た
く
み

に
採
り
入
れ
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
ゆ
え
と
考
え
ら
れ
る
。
経
済
政
策
、
経
営
政
策
は
、
す
べ
て
、
事
前
の
政
策
で
あ
っ
て
こ
そ
、
実

践
性
主
持
つ
こ
と
が
出
来
る
。
た
だ
し
、
こ
の
間
の
消
息
は
す
で
に
経
済
学
界
の
周
知
に
属
す
る
。
と
と
に
取
り
立
て
て
詳
説
の
必
要

は
な
い
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
こ
こ
に
驚
く
べ
き
こ
と
に
は
、
経
済
宇
一
般
に
必
け
る
こ
う
し
た
一
向
則
的
な
分
析
方
法
が
、
こ
っ
た
が

b
、
す
で
に
、
ケ
イ

ン
ズ
、
ミ
ュ
ウ
ダ
ル
エ
り
も
約
一
世
紀
も
ま
え
に
、
生
命
保
険
数
学
で
決
定
的
重
要
た
方
法
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で

あ
る
。
だ
が
、
し
ず
か
に
考
え
て
み
る
に
、
仁
れ
は
必
ず
し
も
大
し
て
驚
く
に
は
値
し
な
い
関
連
の
よ
う
で
あ
る
。

n

H

H

1

佃
絡
の
日
親
分
析
(
一
)
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円
]
司
倒
的
仰
の
日
制
分
析
(
一
)

綿
入
レ
七
巻

l司
ノ¥

第
五
号

四

あ
ら
ゆ
る
事
業
、
あ
b
ゆ
る
企
業
は
、
そ
の
健
全
た
遠
山
同
D
た
め
に
は
、
大
た
り
小
た
り
惟
率
に
拠
b
ざ
る
を
得
な
い
が
、
し
か
し
、

保
険
ほ
ど
取
り
わ
け
て
確
率
に
固
有
・
決
定
的
な
関
連
を
有
す
る
業
相
は
他
に
見
出
だ
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
確
半
を
度
外
し
て
保
険

は
全
然
考
え
ら
れ
な
い
。
保
険
が
し
ば
し
ば
賭
博
に
類
し
て
考
え

b
れ
る
事
実
は
、
こ
う
し
た
関
連
を
も
っ
と
も
端
的
に
告
げ
る
も
臼

で
あ
る
υ

と
こ
ろ
で
、
確
率
は
大
数
法
則
上
白
事
象
で
あ
ヲ
て
、
こ
白
。
ぇ
、
生
命
保
険
で
は
、
ワ
て
れ

ω対
象
と
す
る
人
間
心
生
命
ワ

ま
り
死
亡
・
生
残
を
確
率
的
に
把
握
す
る
た
め

K
当
初
か

b
数
学
に
よ
る
「
巨
視
」
分
析
の
一
方
法
主
用
い
て
い
る
。
他
心
、
あ
ら
ゆ
る

事
業
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
は
、
事
前
K
計
算
ま
た
は
企
画
を
立
て
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
運
常
吉
れ
て
行
〈
も
の
で
あ
る
が
、
士
た
、
保
険

ほ
ど
「
古
寸
前
」
に
固
有
・
決
疋
的
た
関
連
を
持
つ
業
種
は
他
に
も
仏
い
で
あ
ろ
う
。
保
険
は
、
モ
の
木
質
に
お
山
い
て
、
将
来
の
危
険
に
対

処
す
る
事
前
制
度
で
あ
る
。
き
れ
ば
、
保
険
の
対
象
と
す
る
危
険
は
そ
れ
自
体
と
し
て
事
前
広
測
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
己
の
ゆ
え
、

生
命
保
険
数
学
で
は
、
生
命
保
険
糾
率

ω
解
出
に
あ
た
っ
て
、
当
初
か
ら
、
事
前
分
析
白
手
法
を
用
い
、
収
入
保
険
料
・
支
出
保
険
金

の
均
等
関
係
を
言
わ
ゆ
る
「
現
価
一
一
胃
呂
⑦
巳
〈
mwES
」
に
主
い
で
担
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
将
来
に
お
い
て
収
入
ず
べ
き
保
険
料
、
将

L
『

来
に
お
い

vτ
支
出
す
べ
き
保
険
金
に
対
し
、
い
れ
ず
も
、

Q
判
割
判

U
『
を
乗
じ
て
現
価
に
割
り
引
い
た
後
、
そ
れ
ら
阿
者
を
均
等

白
関
係
に
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
純
保
険
料
率
の
算
出
を
行
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
責
任
準
備
金
臼
算
出
に
あ
た
フ
て
も
、
「
過
去
法
」

と
「
未
米
法
」
と

ω
二
方
法
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
、
モ
の
い
ず
れ
も
が
同
じ
結
果
(
同
一
責
任
準
備
金
の
算
出
)
に
み
ち
び
く
に
も

拘
ら
ず
、
敢
え
て
計
算

ω
よ
り
簡
便
な
過
去
法
を
採
ら
ず
、
計
算
白
よ
り
複
雑
な
未
来
訟
を
採
用
し
て
い
る
の
も
、
未
来
法
が
責
任
準

備
金
ま
た
は
生
命
保
険
一
般
白
事
刷
制
度
に
よ
り
よ
く
即
し
て
い
る
が
ゆ
え
白
こ
と
で
あ
る
。

生
命
保
険
数
学
に
持
け
る
乙
れ
b
二
つ
の
点
法
は
、
す
ぐ
れ

τ科
学
的
た
千
法
で
あ
る
だ
け
に
、
も
と
よ
り
ケ
イ
Y

ズ
経
済
苧
、
ミ

ュ
ウ
ダ
ル
経
済
学
に
お
け
る
手
法
と
は
必
ず
し
も
同
一
視
し
が
た
H
け
れ
ど
も
、
す
ぐ
れ
て
科
学
的
で
あ
る
だ
け
に
、
却
っ
て
、
わ
れ



わ
れ
に
、
よ
り
直
哉
的
な
示
唆
を
あ
た
え
て
く
れ
る
。
た
だ
、
か
く
も
夙
に
か
よ
う
に
斬
新
的
左
分
析
方
法
が
用
い
ら
れ
て
お
り
な
が

b
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
い
な
、
今
日
に
至
っ
て
も
、
な
お
、
そ
れ
が
学
界
一
般
の
注
目
を
大
し
て
あ
つ
め
て
い
な
い
と
い
う
事
実

は
、
か
え
り
見
て
不
可
解
に
感
ぜ

b
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
、
そ
れ
が
生
命
保
険
数
学
と
い
う
極
め
て
限
定
さ
れ
た
領
域
で
の
業
績
た

る
が
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
斯
学
に
た
ず
さ
わ
る
学
究
白
一
人
と
し
て
、
己
白
こ
と
、
い
さ
さ
か
義
憤
な
さ
を
得
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
吉
、
b
に
驚
い
た
こ
と
に
は
、
保
険
が
か
く
の
ご
と
く
そ
の
性
質
上
「
巨
樹
」

「
事
前
L

に
固
有
且
フ
決
定
的
に
重
要
注

関
連
を
告
し
、
し
か
も
、
経
済
学
一
般
に
お
け
る
よ
り
も
は
る
か
以
前
に
、
巨
視
分
析
・
事
前
分
析
の
方
法
が
生
命
保
険
数
学
の
全
体

系
に
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
事
実
白
存
す
る
に
も
拘
b
ず
、
保
険
経
済
学
で
は
、
己
れ

b
二
コ
の
研
究
方
法
に
ほ
と
ん
ど
無
理
解
と
い

う
よ
り
も
む
し
ろ
全
〈
気
づ
か
ず
に
や
り
過
ご
し
亡
い
る
o

日
本
を
ふ
え
む
世
界
の
保
険
経
済
学
界
が
モ
う
な
の
で
あ
る
。
単
な
る
大

言
壮
語
を
用
い
て
か
く
言
う
も
の
で
は
決
L
E
な
い
。
昨
年
十
月
二
十
六
日
日
本
保
険
学
会
大
会
で
私
の
行
な
っ
た
「
保
険
心
事
前
分

析
」
と
題
す
る
研
究
報
告
、
同
年
十
二
月
十
七

H
生
命
保
険
文
化
研
究
所
で
私
の
行
な
コ
た
「
保
険
心
巨
視
的
事
前
的
分
析
」
と
題
す

る
研
究
報
告
、
昨
年
十
二
月
十
九
日
損
害
保
険
事
業
研
究
所
で
私
の
行
な
っ
た
吉
田
価
格
に
関
す
る
新
説
」
と
屈
す
る
研
究
報
告
、

昨
年
十
二
月
二
十
日
日
本
ア
グ
チ
ュ
ア
リ
会
で
私
の
行
な
っ
た
「
保
険
白
巨
祝
的
事
前
的
分
析
」
と
題
す
る
研
究
報
告
、
等
々
が
モ
の

聴
衆
に
あ
た
え
た
作
用
か
ら
は
っ
き
り
叙
上
の
よ
う
に
一
青
う
こ
と
が
出
来
る
。
保
険
経
済
学
が
そ
白
科
学
的
水
準
に
沿
い
て
他
白
経
済

学
関
係
諸
部
門
に
く
ら
べ
或
る
後
進
性
を
示
し
て
い
る
の
も
、
ま
さ
に
、
保
険
の
科
学
的
把
握
に
お
い
て
当
然
と
ら
る
ペ
さ
こ
れ
ら
二

つ
の
分
析
方
法
ま
た
は
そ
の
重
要
性
K
全
〈
気
づ
か
ず
し
て
今
日
に
至
づ
て
い
る
と
と
に
白
悶
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
言
葉
の
真
の

意
味
に
お
け
る
保
険
経
済
学
心
採
る
べ
き
研
究
方
法
は
己
れ

b
二
つ
の
分
析
方
法
を
措
い
て
他
に
も
仏
く
、
保
険
経
済
学
は
こ
れ
ら
二
つ

白
分
析
刀
法
を
採
り
入
れ
る
こ
と
に
上
っ
て
画
期
的
な
発
展
を
た
ど
る
と
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
私
は
、
不
論
文
に
お
い
て
、

円
同
司
仙
格
の
巨
視
分
析
ハ
一
)

部
λ
十
七
巻

凹
九

第
五
号

互L



円
同
司
価
格
り
巨
伺
分
析
(
一
)

第
八
卜
七
巻

:!J 

o 

第
五
号

こ
れ
ら
二
つ
の
分
析
方
、
法
を
用
い
て
の
門
司
価
格
の
分
析
を
試
み
、

世
界
の
多
数
人
白
採

っ
て
き
た
通
説
の
ふ
く
む
誤
謬
を
指
摘
し
、
代
わ
っ
て
、
新
し
い
、
よ
り
正
し
い
把
握
を
と
げ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
が
、
こ
の
久

こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
位
紀
以
上
の
問
、

し
舎
に
わ
た
る
誤
謬
も
、
つ
古
り
は
、
口

H

H

り
の
う
ち
に
含
ま
れ
る

I
(海
上
保
険
料
)
に
対
し
て
人
々
が
こ
れ
ま
で
巨
視
的
事
前

的
(
な
か
ん
づ
く
日
視
的
)
視
角
b
A
あ
て
よ
、
っ
と
全
然
し
た
か
っ
た
が
ゆ
え
に
生
じ
た
誤
謬
に
ほ
か
託
ら
な
い
。

た
だ
し
、
本
論
文
で
は
、
特
に
戸
視
分
析
を
前
同
に
出
し
て
論
全
す
す
め
、
事
前
分
析
は
特
に
強
調
し
た
い
こ
と
に
し
た
。
モ
の
理

I:B 

(
一
)
も
し
匡
視
分
析
k
b
w
て
考
祭
の
対
象
と
す
る
ケ
ー
ス
の
数
を
無
限
大
正
と
る
た
ら
ば
、
事
前
の
計
画
は
事
後
の
成
果
に

大
体
相
等
し
く
な
る
と
昆
倣
す
こ
と
が
出
来
、
こ
の
か
ぎ
り
、
事
前
・
事
後
を
特
に
厳
密
に
灰
別
寸
る
に
及
ぼ
な
い
。

最
近
、
木
論
文
の
内
市
什

r開
し

τ説
明
す
る
幾
っ
か
四
機
会
を
あ
た
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
経
験
か
ら
し
て
、

(
二
)
私
は
、

「
巨
視
」
概
念
は
比
較
的

容
易
に
理
解
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、

で

「
事
前
」
概
念
心
理
解
は
一
般
に
は
可
な
り
む
つ
か
し
い
も
の
だ
と
い
う
亡
と
が
判
か
っ
士
。
そ
こ

「
事
前
」
概
念
は
出
米
る
だ
け
最
小
限
度
に
と
ど
め
て
説
明
す
る
の
が
主
り
効
果
的
だ
と
考
え
る
。

ω
「
保
険
は
個
人
の
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
社
会
の
も
の
で
あ
る
」
「
保
険
は
未
来
の
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
過
去
の
も
の
で
あ
る
」
こ
れ
は
佐
波

「
保
険
学
講
案
一
(
昭
和
二
十
六
年
、
有
斐
間
)
の
目
頭
に
凡
ら
れ
る
言
葉

σあ
る
が
、
前
者
は
保
険
研
究
に
お
け
る
巳
視
分
析
、
後
者
は
保
険
研

究
に
お
り
る
事
前
分
析
の
品
型
を
説
く
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

第

節

さ
て
、
い
よ
hv
よ
本
論
に
入
る
。
以
下
、
特
に
と
と
わ
ら
な
い
限
り
、
す
べ
て
、
巨
視
的
に
考
え
る
。

輸
出
貿
易
商
社
が
輸
出
貿
易
に
あ
た
っ
亡
船
積
港
(
輪
山
港
)
で
投
入
す
る
総
額
は
次
ぎ
の
三
支
出
項
目
か

b
構
成
さ
れ
る
。

(
以
下
、



す
べ
て
貨
幣
表
一
不
自

s
a
z耳
目
を
採
る
い

価
桁
(
た
だ
し
、
輸
出
商
社
の
希
望
利
益
そ
の
他
を
ふ
く
む
の
を
妨
げ
な
い
)
、

(
一
)
当
該
輸
出
商
品
群
を
船
舶
舷
側
ま
で
持
ち
こ
む
ま
で
に
要
す
る
支
出
筒
、
す
な

わ
ち
、
普
通
に
言
わ
れ
る
司
・

0
・回

こ
れ
を
C
と

hs
く。

(
二
)
当
該
輸
出
商
品
群
を
所
定
の
仕
向
港
(
輸
入
港
)
ま
で
運
送
す
る
に
要
す
る
海
上
保
険
料
、
こ
れ
を

I
と
ゐ
く
。
(
一
一
一
)

上
記
海
上
運
送
に
要
す
る
海
上
運
賃
、
と
れ
を

F
と
お
く
。
い
ま
、
己
れ
ら
三
項
目
の
支
出
総
額
を

H
と
定
義
す
る
な
ら
ば
、
次
式
が

成
立
す
る
。( 

ト企
) 

。
+
同
十
可
日
同

(

1

)

式
は
担
円
通
に
宗
一
口
わ
れ
る
「

n
H
『
価
格
」
を
示
す
が
も
通
説
と
ち
が
ヮ

τ、
輸
出
商
品
の
到
達
地
価
桁
(
沖
着
値
段
)
を

意
味
し
た
い
。
こ
れ
が
私
の
新
説
と
通
説
と
の
問
に
毘
ら
れ
る
貫
一
犬
友
相
違
点
で
あ
る
u

以
下
、
己
れ
に
つ
い

τ証
明
す
る
で
あ
ろ
う
。

ζ

と
で
は
巨
視
的
考
察
が
在
さ
れ
る
。
き
れ
ば
、
輸
出
件
数
は
無
限
大
正
も
見
倣
し
う
る
た
め
、
当
該
輸
出
商
品
群
の
う
ち
少
な
く

と
も
何
れ
か
一
つ
は
必
ず
途
中
の
海
上
危
険
に
遭
遇
し
て
価
値
を
減
損
す
る
。
つ
ま
り
、
商
品
群
全
体
と
し
て
白
価
値
減
損
は
必
ず
生

起
す
る
。
も
し
依
り
に
モ
う
で
な
い
と
せ
上
。
当
該
輸
出
貿
易
自
各
件
が
例
外
な
く
少
し
の
危
険
に
も
遭
遇
せ
ず
価
値
減
損
を
全
然
生

じ
左
い
こ
と
が
事
前
に
知
れ
て
い
る
こ
と
に
た
り
、
上
式

(
1
)

に
お
い
て

I
は
不
必
要
、
つ
ま
り
、
同
日
。

と
在
る
わ
け
で
あ
る

が
、
も
と
よ
り
、
こ
れ
は
現
実
で
な
い
。
現
実
に
は
、
途
中
心
海
上
に
危
険
が
存
在
す
る
と
と
が
見
込
ま
れ
、
し
た
が
っ
て
、
同

v
o

で
あ
る
。
上
式
ハ
1
)
は
、
こ
う
し
た
現
実
で
の
関
係
を
示
す
。
か
く
て
、
輸
出
商
品
群
は
途
中
の
海
上
危
険
に
よ
っ
℃
必
ず
価
値
減

損
を
生
じ
る
o

よ
っ
て
、
い
ま
、
と
の
よ
う
に
価
値
減
損
を
生
じ
る
当
該
商
品
群
の
仕
向
港
に
お
け
る
価
格
を
C
と
し
、
さ
ら
に
、

c

と
C
と
の
差
額
、
つ
ま
り
、
損
害
額
t
M
と
す
る
な
ら
ば
、
次
式
が
成
立
す
る
。
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同
司
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( 

回
) 

。
ー
の
、
H
H
P
H

〔町

V
町、〕

己
己
で
、

当
該
海
上
保
険
契
約
を
す
べ
て
全
部
保
険

(
保
険
価
額
に
相
等
し
く
保
険
契
約
金
額
の
定
め

b
れ
る
保
険
、

]
E
M
-
-
M
H】

百
円
自
白
)
と
仮
定
す
る
中
な
ら
ば

(
こ
の
仮
定
を
外
ず
し
て
も
行
論
に
全
然
支
障
を
き
た
さ
な
い
が
、

説
明
簡
単
化
白
た
め
に
、

こ

の
よ
う
に
仮
定
す
る
)
、

ω式
の
布
辺
M
は、

叙
と
の
よ
う
に
損
害
傾
で
あ
る
k
同
時
に
ま
た
、
保
険
会
社
か
ら
支
払
わ
る
べ
き
填
補

額
で
も
あ
る
。
以
下
、

M
を
保
険
ム
戸
孔
の
損
害
頃
補
簡
と
し
て
考
察
を
す
す
め
る
。

ω式
白
左
辺
に
見
ら
れ
る
イ
を
右
辺
に
移
項
す
れ
ば
、

( 

'" ) 

。
川
町
、
l

十
回
同

と
た
り
、
こ
の
C
を
、
古
LJ
に‘

(
1
)
式
の
左
辺

r代
入
す
れ
ば
、

( 

ゆ
) 

内

U

、
+
~
+
『
十
単i
「

H
同

が
得
ら
れ
る
。
と
こ
で
(

4

)

式
は
、
右
辺
の

E
を
見
れ
ば
判
か
る
よ
う
に
、

(
1
〕
式
L
r

同
じ
く
、
輸
出
商
社
の
船
積
港
に
お
け
る

投
入
総
額
を
一
日
す
も
の
で
あ
る
が
、
モ
の
左
辺
の
う
ち
M
限
、
、
上
述
の
上
う
比
輸
出
商
社
が
保
険
会
社
か
ら
安
払
を
う
け
る
填
補
金

額
で
あ
る
ゆ
え
、
彼
が
彼
の
輪
開
商
品
売
価
を
算
定
す
る
場
合
に
は
こ
れ
を
算
入
す
る
に
及
ば
在
い
。
よ
ヲ
て
、

(
4
)
式
の
左
辺
の

う
ち
M
を
除
い
わ
ι
他
の
三
つ
の
支
出
項
日
が
輸
出
商
品
群
の
(
T
r

味
)
売
価
白
構
成
に
参
加
す
る
こ
と
に
ザ
な
る
。
い
ま
、
こ

ω
(正
味
)

売
価
会

p
p一
定
義
す
れ
ば
、
次
式
が
成
立
す
る
o



( 

白司
) 

。、+」「+『
H
句

こ
白
(

5

)

式
乙
モ
は
、
こ
れ
ま
で
の
約
一
世
紀
に
わ
た
っ
て
貿
易
業
界
で
の
通
説
と
在
ヲ
て
い
る
「
ロ
・

F

司
・
価
格
」
に
抗
し
て

私
が
す
て
る
と
こ
ろ
の
新
説
を
示
し
、
輸
出
商
品
到
達
地
価
柿
の
構
成
を
正
し
く
表
わ
す
も
白
で
あ
る
。

(
5
〕
式
の
導
出
は
上
記
の
上
う

κ行
た
わ
れ
た
が
、

(
5
)
式
そ
れ
自
体
き
わ
め

τま
た
有
意
味
で
あ
る
。
輸
出
港
に
沿
い
て
投

入
さ
わ
る
栴
上
保
険
料
I
、
海
上
運
賃
F
は
、
途
中
海
上
の
危
険
に
よ
っ
て
減
損
す
る
己
と
は
た
い
ゆ
え
、

ろ
K
、
そ
の
全
額
が
輸
出
商
品
目
到
達
地
価
格
P
の
構
成
比
参
加
す
る
け
れ
ど
も
、

C
は
途
中
海
上
白
危
険
に
よ
っ
て
価
値
減
損
を
生

(
5
)

式
に
見
ら
れ
る
よ

じ
、
到
達
港
で
は
C
に
な
る
。
ゆ
え
に
、
到
達
地
価
格
P
の
構
成
に
参
加
す
る
白
は
C
で
は
な
く

τ
C
で
あ
る
。
巨
視
的
考
察
を
と
る

か
ぎ
hv
、
必
ず
そ
う
で
な
く
て
は
た

b
ぬ
。
か
〈
℃
、

(

5

)

式
に
見
ら
れ
る
上
う
に
、
と
れ

b
三
つ
の
項
目
、

C
、
I
、
F
が
輸
出

商
品
群
の
売
価
を
構
成
す
る
己
と
に
怠
る
。
決
し
て
、
通
説
に
言
う
が
ご
と
く
、

C
、
I
、
F
由
一
三
項
目
が
売
佃
構
成
に
参
加
す
る
の

で
は
左
い
。
こ
う
説
明
し
た
だ
け
で
も
、
従
来
由
通
説
「
の
戸
司
・
価
格
」
が
ふ
く
ん
で
い
る
誤
謬
は
明
白
に
看
取
さ
れ
る
は
ず
で
あ

る

つ
ぎ
に
、
保
険
事
業
由
経
常
に
沿
け
る
最
も
基
本
的
た
法
則
と
し

τ
「
収
入
保
険
料
・
支
出
保
険
金
均
等
の
法
則
」
、

つ
ま
り
、
純

保
険
料
方
式
を
前
提
に
す
る
場
合
、
保
険
者
と
し
て
保
険
契
約
者
群
か
ら
徴
収
す
る
保
険
料
の
収
入
合
計
額
I
は
、
該
保
険
者
が
当
該

保
険
契
約
者
群
に
支
払
う
保
険
金
(
填
補
金
)
の
合
計
額
M
に
相
等
し
い
、
と
い
う
関
係
が
あ
る
。
己
の
法
則
は
厳
密
に
は
事
前
関
係

と
し

τ
の
み
成
立
す
る
法
別
で
あ
る
が
、
契
約
件
数
を
無
限
大
と
仮
定
す
る
巨
視
的
考
察
の
場
合
に
は
、
事
後
関
係
と
し
て
も
ほ
ぼ
成

立
可
能
な
法
別
で
あ
る
。
か
く
亡
、
己
の
法
則
は
次
式
の
主
う
に
表
現
さ
れ
る
。

ロ
同
町
価
格
の
巨
視
分
析
(
一
)
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七
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( 

σ3 
) 

N
H出
向

こ
の

(
6
)
式
を

(
3
)
に
代
入
す
れ
ば
、

( 

ごま

。H町、
I
T
H

に
み
ち
び
者
、
さ
ら
に
、
こ
の

(
7
)
式
を

(
5
)

式
に
代
入
す
れ
ば
、
次
式
が
得
ら
れ
る
。

( 

ロD
) 

。+
h，
H
H
U

(

5

)

式
で
は
、
海
上
保
険
料
I
は
商
品
到
達
地
価
格
P
の
椛
成
に
参
加
す
る
が
、

地
価
格
P
の
構
成
比
参
加
し
左
い
。
だ
が
、
こ
れ
は
決
し
て
お
か
し
く
な
い
。

(
8
)
式
で
は
、
海
上
保
険
料
J
は
尚
品
到
達

(
5
〉
式
に

b
け
る
海
上
保
険
料
I
D
商
品
価
格
P
へ

の
参
加
が
消
極
的
で
あ
る
こ
と
を
看
過
す
べ
き
で
な
い
。
モ
れ
は

(
7
)

式
に
明
き
ら
か
で
あ
る

υ

あ
る
」
と
い
う
の
は
私
の
年
来
の
主
張
で
あ
る
問
、
と
の
主
張
は
(

7

)

式
に
す
ぐ
れ
て
明
白
に
表
出
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
海
上

「
保
険
は
組
め
合
わ
せ
の
経
済
で

保
険
料
I
は
輸
出
商
品
の
C
と
と
C
D
差
額
(
損
害
額
)
を
埋
め
る
、
と
い
う
消
極
的
機
能
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
ケ
イ

γ
ズ
が
彼
の
「
一
般
理
論
」
に
沿
い
て
、
「
保
険
し
得
る
危
険
」
し
た
が
っ
て
保
険
料
を
「
補
足
費
用

(
E沼
町
田
宮
冨

q
g且)」

と
呼
ん
で
い
る
の
に
そ
の
ま
ま
通
じ
得
ゐ
。
こ
白
点
、
通
説
で
は
、
そ
の
の
E

円
司
・
の
表
現
が
告
げ
て
い
る
よ
う
に
、
保
険
料
ー
が
積

極
的
に
商
品
価
格
構
成
に
参
加
し
て
治
り
、
明
き
ら
か
に
誤
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
私
の
場
合
に
は
、
海
上
保
険
料
ー
が
商
品

価
格
構
成
へ
参
加
す
る
仕
方
は
消
極
的
で
あ
っ
て
守
こ
の
関
連
は

(
8
〉
式
k
b
い
て
、
さ
ら
に
、
明
瞭
正
見
b
れ
る
。
け
だ
し
、

(
8
)



式
の
表
現
で
は
、
海
上
保
険
料
I
は
商
品
到
達
地
価
裕
P
Q
桝
成
に
全
然
参
加
し
た
い
が
ゆ
え
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

(
5
)

式
に
h
d

実
質
的
に
は
、

い
て
は
海
上
保
険
料
I
は
到
達
地
価
格
P
の
構
成
に
参
加
す
る
か
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
単
た
る
消
極
的
参
加
に
す
ぎ
た
い
。

(

8

)

式
に
見

b
れ
る
よ
う
に
、
海
ヒ
保
険
料
I
は
価
格
P
の
構
成
に
全
然
参
加
し
た
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

(
5
)
、
(

8

)

臼
二
式
を
む
す
ん
で
、
次
式
が
得
ら
れ
る

( 

'" ) 

円
十
可

H
町
、
十
町
十
『

H
可

こ
己
で

(
9
)
式
を
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
い
。

(
9
)
式
で
の
最
左
辺
。
+
同
に
は
海
上
保
険
料
ー
が
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
。
づ
ま
り
、
H
H
O

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
己
の
表

現

円
十
句

は
保
険
料
を
全
然
必
要
と
し
な
い
途
中
海
上
無
危
険
と
い
う
理
想
状
態
で
の
価
格
構
成
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

自
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
途
中
に
海
上
危
険
が
存
在
し
、
た
め
に
、
じ
は
必
ず
価
値
減
損

ν
τ
U
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

き
れ
ば
、
輸
出
商
む
と
し
て
は
、
こ
の
意
味
の
価
値
減
損
額
を
保
険
会
社
に
填
補
し
て
も

b
う
た
め
に
海
上
保
険
料
ー
を
投
入
す
る
。

か
く
て
、
輸
出
商
社
の
正
味
投
入
総
額
は
輸
入
港
到
達
時
現
在
に
お
い
て

。、
l

f

L

「
十
『

と
な
る
。

(
9
)
式
の
中
央
辺
は
こ
う
し

た
現
実
状
態
で
の
価
格
構
成
を
川
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
輸
出
商
社
と
し
て
、
こ
の
よ
う
左
投
入
に
よ
っ
て
現
実
に
得
ら
れ
る
の
は

商
品
売
価
P
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ
は
途
中
海
卜
無
危
険
の
理
想
状
態
に
h
u
w
て
期
待
さ
れ
る
商
品
烹
価
P
に
相
等
し
い
。

「
保
険
と
は
、

危
険
が
生
ず
る
場
合
に
そ
の
損
失
を
償
っ
て
く
れ
る
乙
と
を
保
訓
し
、
工
っ
て
、
危
険
の
生
じ
た
W
場
合
に
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
実
価

を
保
証
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
」

己
の
↑
よ
う
に
解
釈
す
る
と
き
、

(
9
〉
式
は
保
険
ま
た
は
保
険
料
の
機
能
を
い
と
も
興
味
ふ
か

〈
表
明
し
て
悼
る
も
の
と
見
る
と
と
が
出
来
よ
う
。

円
同
町
価
格
の
巨
視
分
析
(
一
)

第
八
十
七
巻

三
五
五

第
五
号



門
戸
町
価
格
の
巨
視
分
析
(
一
)

第
八
十
七
巻

一
五
六

第
五
号

で
は
、
通
説
ロ
・
円
司
'
は
何
故
に
誤
謬
を
拘
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
は
次
の
事
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

い
士
、
巨
視
的
に
で
な
く
微
視
的
(
自
H
2
0
)

に
、
つ
ま
り
、
当
面
の
一
件
だ
け
に
つ

H
て
考
え
る
に
、

輸
出
商
社
は
途
中
の
海
上

危
険
に
そ
な
え
て
海
上
保
険
料
g
を
投
入
す
る
が
、
当
面
の
単
な
る
一
件
で
は
当
該
輸
出
商
品
が
途
中
心
危
険
に
遭
う
か
ど
う
か
、
す

た
わ
ち
、
ク
レ
ー
ム
が
生
ず
る
か
否
か
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
保
険
会
社
か
ら
損
害
填
補
金
刑
の
支
払
を
う
け
る
こ
と
に
在
る
か
否
か
が

定
か
で
な
い
。
た
め
に
、
輸
出
商
社
は
船
積
港
で
海
上
保
険
料

s
を
投
入
し
て
お
り
な
が

b
モ
れ
に
見
合
う
べ
き
数
学
的
期
望
値
た
る

損
害
損
梢
金
制
は
、
そ
の
不
確
実
性
白
ゆ
え
に
、

ζ

れ
が
入
手
主
計
算
の
度
外
に
お
き
、
自
分
が
現
実
に
投
入
す
る
商
品
原
価

c
、
海

上
保
険
料

z
、
海
上
運
賃

f
D
合
計
額
を
も
っ
て
輸
出
商
品
目
売
価

ρ
の
構
成
要
素
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
と
れ
で
は
片
手
落

ち
で
あ
る
。
如
何
に
微
視
的
に
も
せ
よ
、
投
入
す
る
海
上
保
険
料

z
に
は
必
ず
数
学
的
期
望
値
と
し
て
の
損
害
填
補
金
制
が
対
応
し
て

い
る
は
ず
で
あ
っ
て
、
こ
の
関
連
は
巨
視
的
考
察
に
よ
る
と
き
極
め
て
明
白
で
あ
る
c

す
な
わ
ち
、
上
記

(
6
)
、
(

8

)

の
二
式
を
辺

々
相
加
え
る
と
き
、
必
ず
、

主主

。
十
』
「
+
句

H
均
十
回
向

が
成
立
す
る
。
上
っ
て
、
ど
れ
に
相
応
す
る
微
視
的
関
係
を
表
わ
す
在
ら
ば
、

s 

p
+
r
+
L
P
u
u
b
F
i
十
菖
吋

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
い
ず
れ
に
す
る
も
、
輸
出
商
社
の
船
積
港
に
治
げ
る
投
入
総
額

。
十
町
+
『

ま
た
は

p
+
r
+〉

に
対
応
す
る
の
は
、
輸
出
商
品
。
正
味
売
例
P
主
た
ば
か

ω
ほ
か
に
損
害
填
補
令
と
し
て
の
M
ま
た
は
叫
で
な
く

τは
な
ら
ぬ
。
に
も



拘
ら
ず

(
日
)
、
(
日
)
に

b
け
る
こ
れ
ら
一
M
ま
た
は
肌
を
見
落
と
し
己
い
る
白
が
即
ち
従
来
の
通
説
で
あ
っ
て
、
と
こ
に
通
説
D
ふ

く
む
誤
謬
が
ひ
モ
む
。
一
百
ヲ
℃
見
れ
ば
、

hv
と
も
見
易
H
関
連
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
こ
れ
ま
で
の
長
W
あ
い
だ
世
界
の
関
係
者
す
べ
て

に
よ
っ
て
考
え
違
加
さ
れ
て
き
た
と
い
う
の
は
、
む
し
ろ
、
不
思
議
な
〈

b
円
で
あ
る
。

〕-( 
2
 

〔

佐
波

E

保
険
学
講
官
官
」
、
第
三
章

問。
M
J
M
ω
ω
p
s
m
苦『叶言。、いて、
MV
町
田

第

四

節

上
来
の
説
明
で
は
海
上
保
険
料
I
は
純
保
険
料
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
が
理
論
的
な
る
が
故
で
あ
る
が
、
し
か
し
、

現
実
に
保
険
契
約
者
(
こ
こ
で
は
輸
出
商
社
)
が
保
険
会
社
に
対
し
て
支
払
う
保
険
料
は
純
保
険
料

2
2
Z
E
Eロ
E
胃
O
B
E自
ろ

で
は
な
く
て
営
業
保
険
料
(
四

B
出
昌
吉
田
口

2
官
B
E
E
Eろ
で
あ
る
。
営
業
保
険
料
は
周
知
の
よ
う
に
純
保
険
料
と
附
加
保
険
料

(
Z
包
E四
ろ
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
い
ま
、
営
業
保
険
料
を

A
I
、
附
加
保
険
料
を
L
と
す
る
た

b
ば
、
定
義
に
よ
っ

τ、
次
式
が
成

立
す
る
。

怠

」

V
H
『
十

h

よ
っ
て
、
輸
出
商
社
が
船
積
港
に
沿
い
て
現
実
に
投
入
す
る
総
額
も
、
既
婦
の

(
1
)

式
に
お
い
て
I
の
代
わ
り
に

f
を
入
れ
替
え

七
も
の
で
赴
く
て
は
を
ら
ぬ
。
い
ま
、
己
の
意
味
に
お
け
る
船
積
港
で
白
現
実
投
入
総
額
を

A
E
と
す
る
な
ら
ば
、
定
義
に
よ
っ
亡
、
次

式
が
成
立
す
る
。

円
同
司
刷
叩
惜
の
巨
乱
分
析
(
一
)

第
八
十
じ
巻

コ
一
五
七

第
冗
号



ロ
H

町
伺
格
。
巨
担
分
析
(
一
)

~ 

第
八
十
七
巻

三
右
八

第
五
号

国

。
+
」
「
十
句

U
同

と
の
(
臼
)
式
に
(
ロ
)
式
を
代
入
す
れ
ば
次
式
に
み
ち
び
く
。

主主

。
+
同
十
『
+
』
い

H
同

主主

さ
ら
に
、
己
の
(

M

)

式
に
(

3

)

式
全
代
入
す
れ
ば
、

。
、
+
同

l
i

十
句
+
』
い
十
回
白
川
同

が
得
ら
れ
る
。
だ
が
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、

M
は
保
険
会
μ
引
か
ら
支
払
を
う
け
る
損
害
頃
補
金
で
あ
る
ゆ
え
、
こ
れ
を
輸
出
商
品
の

正
味
売
価
。
う
ち
に
算
入
し
て
は
な

b
ぬ
。
よ
っ
て
、
い
ま
現
実
の
輪
山
商
品
正
味
売
価
を

A
P
と
す
る
た
ら
ば
、
次
式
が
成
立
す
る
。

ZE 

町、

l
T
N
十
句

+
h
H
N
U

と
の
一
八
日
)
式
に
(

7

)

式
を
代
入
す
れ
ば
、
次
式
に
み
ち
び
く
。

伝二b
〕

) 

最
後
に
、

s 

。
+
『
十

h
H
』U

(
目
、
口
〉
の
二
式
を
む
す
ん
で
、

。
十
、
+
』
円
川
川
町
、
十
」
「
+
『
十

h
H
M
)



を
得
る
。

(
凶
)
、
(
げ
)
、
(
時
〕
の
三
式
が
既
述
純
保
険
料
方
式
の
場
合
白
(
日
)
、
(
日
)
、
(

9

)

の
一
一
一
式
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
こ

と
は
改
め
て
説
明
す
る
要
の
な
い
こ
と
と
思
う
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
に
、
看
過
し
得
た
い
重
大
た
関
連
世
見
つ
け
る
。

純
保
険
料
ー
が
輸
出
商
品
の
現
実
売
価

A
P
の
栴
成
に
消
極
的
に
し
か
参
加
し
た
い
こ
と
は
、

既
述
第
=
節
目
純
保
険
料
方
式
の
場

令
と
何
等
こ
と
た
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

(η)
式
に
よ
れ
ば
純
保
険
料
ー
は
現
実
正
味
売
価

ρ
の
構
成
に
何
等
の
参
加
も
示
き
た
い
。

だ
が
、
営
業
保
険
料
方
式
の
み
に
比
ら
れ
る
附
加
保
険
料
L
だ
け
は
輸
出
商
品
の
現
実
正
味
売
価

A
P
D
構
成
に
積
極
的
に
参
加
し
、
そ

の
全
額
を

ρ
に
移
転
す
る
。
(
日
出
)
、
ヘ

η
〕
式
を
見
上
。
と
の
点
、
附
加
保
険
料
が
保
険
会
社
の
営
業
費
そ
の
他
か
ら
成
る
関
連
か
ら

考
え
て
、
上
式
は
保
険
の
普
及
発
展
に
刈
し
或
る
重
大
な
示
唆
を
あ
た
え
て
い
る
。
保
険
会
社
の
取
り
扱
う
物
件
の
危
険
率
・
損
害
率

げ
を
向
く
た
っ
た
と
こ
ろ
で
そ
れ
に
つ
れ
て
出
く
た
る
純
保
険
料
は
モ
れ
に
見
合
う
損
害
填
補
金
で
も
っ
て
相
殺
さ
れ
る
ゆ
え
、
他
の
脅

事
情
が
同
一
に
し
て
変
化
な
き
か
ぎ
り
、
附
加
物
件
(
被
保
険
利
益
)
の
五
味
売
価
を
高
く
す
る
こ
と
に
は
た
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
保

険
会
社
の
常
業
費
が
大
さ
く
忘
る
に
つ
れ
て
大
き
く
な
る
附
加
保
険
料
は
、
附
保
物
件
(
被
保
険
利
益
)
の
正
味
売
価
を
そ
れ
だ
け
上

昇
に
み
ち
び
さ
、
保
険
の
普
及
発
展
を
そ
れ
だ
け
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

な
お
、
か
く
の
如
く
に
し
て
、
正
味
売
価

A
P
O
桝
成
に
は
常
業
保
険
料

A
I
の
全
額
は
参
加
せ
ず
単
に
附
加
保
険
料
L
の
一
参
加
に
と

ど
ま
る
限
り
、
本
論
文
冒
頭
に
引
川
し
た
日
本
経
済
新
聞
に
お
け
る
採
算
の
と
り
か
た
は
間
違
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
モ
白
記
載
金

額
(
六
十
四
、
五
万
円
)
Z
り
も
純
保
険
料
ー
だ
け
安
い
価
額
に
日
本
'
判
動
車
工
業
は
フ
オ
ル
グ
ス
ワ
l
ゲ

γ
と
の
競
争
の
目
安
を
治

か
&
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

第

五

節

円
い
同
町
価
格
の
』
ト
視
分
析
(
一
)

第
八
十
七
巻

五
九

第
五
号

五



門
田
司
阿
惜
の
巨
視
分
析
(
一
)

第
八
十
七
巻

第
古
口
勺

ノ、。

/、

叙
上
は

h

H

『
・
価
格
分
析
士
た
は
輪
山
貿
易
価
絡
構
成
に
関
す
る
考
察
で
あ
っ
て
、
純
保
険
料
ー
ま
た
は
営
業
保
険
料

I
は
途

中
の
海
上
危
険
に
そ
た
え
て
投
入
さ
れ
る
聾
用
項
目
で
あ
る
。
し
か
し
、
叙
上
白
理
論
的
展
開
は
何
も
海
上
貿
易
に
の
み
限
定
さ
れ
た

〈
て
は
な

b
ぬ
わ
け
の
も
の
で
た
い
。
い
吉
、
叙
上
で
の
海
上
運
賃
F
を
生
産
労
働
一
般
に
対
す
る
報
酬
た
る
俸
給
・
労
賃
W
に
お
さ

か
え
、
さ
ら
に
、
叙
卜
で
白
海
l
f
保
険
料
ー
ま
た
は
ー
を
財
産
保
険
料
一
般
と
読
み
か
え
さ
え
す
る
な
ら
ば
、
叙
上
は
、
そ
の
ま
ま
、

正
ど
め
て
お
く
。

生
産
一
般
に
沿
け
る
商
品
価
権
構
成
に
当
て
は
ま
る
考
祭
と
左
り
得
る
。
こ
こ
で
は
、
か
く
し
て
得
ら
れ
る
結
論
的
部
分
の
み
を
書
き

ま
ず
、
純
保
険
料
方
式
で
は
、

君主主主
( 

旦

円
リ
、
十
」
「
+
司
日
町

日
目
)
円
単
昂
〕

の
+
司
H
H
U

〔(∞百円透明〕

。
十
明
司
H
O
、
+
」
「
+
耳
、
H
N
U

〔(匂百円単顎〕

つ
F
一
に
、
営
業
保
険
料
方
式
で
は
、

s 主主主主

町
、
+
同
+
耳
、
+
h
H
可

〔
寧
門
誌
軒
〕

。
+
司
+
』
い
H
』
U

Euq内
注
目
〕

。
+
司
+
』
い
H
。
、
十
同
十
司
十
』
い
H
』
u

〔
寧
行
進
研
〕



た
だ
し
、
乙
こ
に
C
は
当
該
会
計
年
度
に
お
い
亡
産
出
物
(
財
L

ま
た
は
用
役
)
に
価
値
を
移
転
す
る
財
ま
た
は
用
役
の
価
相
と
己
れ

を
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
原
材
料
・
消
耗
品
・
等
々
の
ほ
か
固
定
資
本
磨
滅
部
分
の
価
値
ま
た
は
価
額
が
己
れ
に
該
当
し
よ
う
。

己
れ

b
(凶
)
1
(
μ
)
の
諸
式
が
問
時
保
険
一
般
ま
た
は
同
産
保
険
料
一
般
の
機
能
を
さ
わ
め
亡
明
確
且
づ
端
的
に
表
出
し
て
い
日

こ
と
は
、
も
は
や
、
改
め
て
詳
述
す
る
に
治
よ
ば
な
い
と
思
う
。
こ
の
う
ち
、
特
に
、

(
m
v一
、
(
川
品
)
を
「
財
産
保
険
基
本
方
程
式
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い

か
く
て
、

わ
れ
わ
れ
は
、
円
・
日
明
価
格
に
巨
視
分
析
を
こ
こ
ろ
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
随
分
な
が
き
に
わ
た
っ
亡
世

界
の
関
係
者
多
数
を
支
配
し
て
き
た
通
説
の
ふ
く
む
誤
謬
を
指
摘
し
、
代
わ
っ
て
、
私
自
提
唱
す
る
新
し
い
、
よ
り
正
し
い
把
握
に
到

達
し
得
た
ば
か
り
で
な
〈
、
財
産
保
険
基
本

A
程
式
と
い
う
新
し
い
興
味
ふ
か
い
公
式
主
も
発
見
す
る
乙
と
が
出
来
た
。
こ
れ
は
私
に

と
っ
て
は
極
め
て
大
き
在
学
問
的
成
果

ω
一
り
を
形
づ
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

木
論
文
第
二
節
に
見
b
れ
る
展
開
に
つ
い
て
は
森
嶋
通
夫
教
授
(
大
阪
大
学
)
の
示
唆
(
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
十
八
日
附
、
佐
波
へ
の
拡
信
)
に

負
う
C

い
る
。
私
は
、
こ
こ
の
と
ト
ろ
を
、
最
初
、
海
上
無
危
険
の
理
想
状
態
を
示
す
も
の
ー
と
し
て
の
上
記

(
8
)
式
か
ら
出
発
し
結
論
ー
と
し
て
(

5

)

式
ま
た
は

(
9
)
式
に
到
達
し
た
。
「
損
害
保
険
研
究
」
(
損
害
保
険
事
業
研
究
所
〕
第
二
十
三
巻
第
一
号
(
昭
和
コ
一
十
六
年
二
月
発
行
)
所
載
白
佐

波
「
C
・
ー
・

F
・
概
念
に
悶
す
ろ
一
前
説
」
を
参
照
。
そ
の
後
、
私
は
こ
の
拡
の
新
理
論
。
着
却
に
つ
い
て
科
嶋
教
授
の
検
討
を
乞
う
た
左
こ
ろ
、
教

授
は
、
よ
り
論
理
的
な
民
聞
と
し
て
、
本
論
文
第
三
節
に
見
ら
れ
る
順
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
自
展
開
に
よ
る
結
論
と
全
く
同
じ
結
論
に
到
達
す

る
別
の
方
法
を
一
目
さ
れ
た
。
私
の
新
理
論
は
か
く
し
て
耕
嶋
教
授
の
方
法
に
よ
っ
て
も
証
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
高
嶋
教
授
に
よ
る
艮
聞
の
方
が
、

途
中
海
上
危
険
の
存
在
す
る
現
実
状
態
で
の
船
積
港
に
お
け
る
輸
出
貿
易
商
社
の
投
入
総
額
か
ら
考
察
を
出
発
す
る
だ
け
に
、
理
解
か
よ
り
容
易
に
な

っ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
私
は
、
い
つ
に
漏
ら
白
調
嶋
通
夫
動
指
り
厚
情
に
対
L
、
深
長
c
感
謝
の
意
を
陳
べ
る
も
の
で
あ
る
。

(
同
和
三
十
六
年
三
月
十
九
日
)

(
以
下
次
号
)
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分
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